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大なわとび大

10月10日は「体育の日」。上田公園一帯では、恒例の「第 9回スポーツ上田市民の集い・スポーツ

まつり」が聞かれました。 スポーツを家族みんなで楽しもうと参加した皆さんは、大なわとび大会、

テニス教室、乗馬広場、子供相撲大会など16種目に楽しい一日を過ごしました。

主な内容 11 市民の動き
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開題鑓主題話泉佐久~畏埴闘の

えつ広報

窮境影響評価報告書罷示さおる

-駒ヶ根i・0

関
越
自
動
車
道
上
越
線
佐
久

1
更

埴
聞
の
環
境
彰
響
評
価
報
告
書
が
、

先
ご
ろ
長
野
県
知
事
か
ら
上
田
市
長

に
提
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
報

告
書
の
内
容
と
、
高
速
道
路
建
設
計

画
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
佐
久
市
か
ら
更

埴
市
ま
で
の
関
越
自
動
車
道
上
越
線

の
整
備
計
画
を
立
案
す
る
に
あ
た
り
、

高
速
道
路
の
建
設
が
、
関
連
地
域
の

環
境
に
与
え
る
彬
響
に
つ
い
て
、
建

設
省
が
調
査
を
実
施
し
た
結
果
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

調
査
項
目
に
お
い
て

特
に
問
題
な
し
と
報
告

l
L
m田
市
叩
予
、

の
計
画
路
線
の
位
置
は
別
図
の
と
お

り
で
す
。
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て

は
、
第
一
に
、
人
の
健
康
ま
た
は
生

活
環
境
に
係
る
環
境
項
目
と
し
て
、

1
大
気
汚
染
、

2
騒
音
、

3
振
動
、

4
水
質
汚
濁
、

5
地
盤
沈
下
の
五
項

目
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市

域
で
は
、
騒
音
に
つ
い
て
一
部
の
地

区
で
環
境
保
全
目
標
を
越
え
て
い
る

が
、
遮
音
壁
な
ど
の
保
全
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
目
標
が
達
せ
ら

れ
る
と
し
、
ほ
か
の
四
項
目
と
と
も

に
特
に
問
題
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
向
然
環
境
に
係
る
環
境

項
目
に
お
い
て
は
、
-
地
形
、

2
地

質
、

3
刷
物
、

4
動
物
の
間
市
川
日
か

実
施
さ
れ
て
お
り
、
各
項
目
と
も
特

い
ま
す
。
第
三
に
、
自
然
景
観
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の

項
目
に
つ
い
て
も
第
一
・
第
二
の
項

目
と
同
様
に
、
特
に
問
題
は
な
い
と

さ
れ
て
い

ま
す
。

次
回
の
「
国
幹
審
」
で

整
備
計
画
に
格
上
げ
か

さ
て
、
同
報
告
書
は
、
来
年
一
月

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
国
土

開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
」

い
わ
ゆ
る
「
国
幹
審
」
に
お
い
て
、

整
備
計
画
路
線
に
格
上
げ
を
決
定
す

る
た
め
の
資
料
で
す
。
同
報
告
書
は
、

事
業
の
目
的
と
効
用
と
し
て
、
国
土

の
普
遍
的
開
発
、
産
業
の
立
地
振
興
、

国
民
生
活
領
域
の
拡
大
な
ど
、
通
過

地
域
で
の
各
種
開
発
整
備
計
固
と
相

ま
っ
て
、
産
業
、

観
光
、
流
通
な
ど

の
社
会
経
済
活
動
の
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
結
ん
で
い
ま
す
。

同
報
告
書
の
取
り
扱
い
は
、
今
後

早
急
に
沿
線
市
町
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
た
う
え
で
、
長
野
県
知
事
か
ら

建
設
省
に
回
答
書
が
提
出
さ
れ
る
予

定
で
す
。
そ
し
て
、
特
に
重
要
な
問

題
が
な
い
限
り
、
次
回
の
「
国
幹
審
」

で
整
備
計
画
の
決
定
が
さ
れ
る
も
の

と
号
、手
じ
り
れ
ま
す
。
川
和
止
備
計
画
に
決

定
き
れ
る
と
、
遅
れ
て
い
る
関
越
道

よ
う
や
く
一
歩
促
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

高
速
道
路
建
設
計
画
の

あ
ら
ま
し

こ
う
し
て
整
備
計
画
(
佐
久
市
で

は
昭
和
五
十
四
年
)
に
格
上
げ
さ
れ

る
と
、
建
設
大
臣
か
ら
日
本
道
路
公

団
に
対
し
て
調
査
指
示
が
さ
れ
、
路

線
の
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
日
本

道
路
公
団
の
調
査
終
了
を
ま
っ
て
施

行
命
令
(
佐
久
市
で
は
五
十
四
年
)
が

出
き
れ
、
い
よ
い
よ
建
設
の
準
備
が

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

施
行
命
令
に
引
き
続
い
て
、
経
済
、

地
形
、
地
質
、
文
化
財
、
関
連
公
共

事
業
、
用
地
な
ど
の
調
査
を
さ
ら
に

詳
し
く
実
施
し
、
工
事
実
施
計
画
書

を
作
成
し
日
本
道
路
公
団
が
建
設
大

臣
の
認
可
を
受
け
ま
す
。
工
事
実
施

認
可
(
佐
久
市
で
は
五
十
七
年
)
を

受
け
た
公
団
で
は
、
次
い
で
路
線
発

表
(
佐
久
市
で
は
五
十
七
年
)
を
行

い
中
心
杭
を
現
地
に
設
置
し
た
後
、

設
計
協
議
(
佐
久
市
で
は
五
十
九
年

か
ら
協
議
中
)
へ
と
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

設
計
協
議
は
、
地
域
と
し
て
は
た

い
へ
ん
重
要
な
段
階
て
す
。
協
議
内

内
山
口
谷
は
、
地
え
の
利
害
関
係
が
ト
ヘ
主



同
報
告
書
に
よ
る
と
、
上
田
市
で

項
目
に
お
い
て
は
、

1
地
形
、

2
地

質、

3
刷
物
、

4
動
物
の
四
項
目
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
各
項
目
と
も
特

に
影
響
は
問
題
な
い
と
報
告
さ
れ
て

で
整
備
計
画
の
決
定
が
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
格
備
計
聞
に
決

定
さ
れ
る
と
、
遅
れ
て
い
る
関
越
道

上
位
線
佐
久

L
奥
摘
』
問
の
建
設
が
、

設
計
協
議
は
、
地
域
と
し
て
は
た

い
へ
ん
重
要
な
段
階
て
す
。
協
議
の

内
容
は
、
地
一
花
の
利
害
関
係
が
し
へ
き

い
音
向
速
道
路
を
除
明
断
す
る
道
路
、
主

路
の
構
造
な
と
や
、
流
末
処
理
、
付

け
替
え
道
路
、
側
道
と
い
っ
た
生
活

に
密
着
し
た
施
設
の
協
議
い
か
管
理
者

や
地
元
と
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
こ

の
こ
ろ
に
な
る
と
高
速
道
路
の
具
体

的
な
内
容
が
確
定
し
て
き
ま
す
。

設
計
協
議
が
終
了
す
る
と
、
次
い

で
現
地
に
用
地
の
幅
杭
(
佐
久
市
で

は
六
十
年
か
ら
実
施
中
)
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
建
設
に
必
要
な

用
地
買
収
が
終
了
す
る
と
、
工
事
着

工
へ
と
建
設
が
促
進
さ
れ
、
工
事
の

完
成
を
待
っ
て
高
速
道
路
が
供
用
開

始
(
佐
久

I
C
ま
で
は
六
十
七
年
の

予
定
)
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の

御
協
力
を

関
越
道
上
越
線
の
供
用
開
始
は
、

今
後
建
設
が
順
調
に
促
進
さ
れ
て
も

昭
和
七
十
年
以
降
と
考
、
え
ら
れ
て
お

り
、
一
日
も
早
い
供
用
開
始
に
向
け

て
な
お
い
っ
そ
う
皆
さ
ん
の
総
力
を

結
集
し
、
建
設
促
進
の
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
速
道
路

が
地
域
の
発
展
に
与
、
え
る
大
き
な
泌

響
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
沿
線
の
皆

さ
ん
は
も
と
よ
り
全
市
民
の
皆
さ
ん

の
絶
大
な
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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文化センター経由の

循環パス11月1白から運行

えつ広報

教
育
委
員
長
に

星
合
義
雄
さ
ん

六
月
に
上
田
市
文
化
セ

ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
付
近
に
は

上
田
合
同
庁
舎
を
は
じ
め
、
図
書
館

や
働
く
婦
人
の
家
な
ど
多
く
の
公
共

施
設
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

付
近
を
通
る
パ
ス
が
な
か

っ
た
た
め
、

「
パ
ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

上
回
交
通
側
で
は
、
十
一
月
一
日
幽

か
ら
パ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

今
回
運
行
す
る
の
は
、
上
田
駅

1

染
谷
高
校
経
由
の
パ
ス
の
一
部
を
上

回
合
同
庁
舎
、
上
田
市
文
化
セ
ン
タ

ー
経
由
の
循
環
パ
ス
と
す
る
も
の
で
、

経
路
、
発
車
時
刻
、
運
賃
は
次
の
と

お
り
で
す
。
今
後
の
利
用
状
況
に
よ

り
増
便
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
で

教
育
委
員
長
・
坂
口
嘉
正
き
ん
の
一

任
期
満
了
に
伴
い
、
そ
の
後
任
に
星

一

A
口
義
雄
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
教
育
委
一

員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

星
合
義
雄
さ
ん
(ほ
し
あ
い
よ
し
お
、

一

七
十
歳
、
大
字
住
吉
六
二
八
番
地

一

七
・
金
井
)

略
歴
:
・
長
野
師
範
学
校
本
科
第
二

一

部
卒
業
、
上
田
市
立
第
一
中
学
校

一

長
、
長
野
県
小
学
校
長
会
長
、
上
一

田
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
ト
ム

別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
着
工

き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
御
利
用
く

大
星
東

北上回

上自駅16.55発は

寸

房山原町

二

松尾町

路経
ザ

O
J
 

鷹匠町

笠原工業
入口

Ui3栄首Ij

坂
口
教
育
委
員
長

退

任

今
回
、
退
任
き
れ
ま
し
た
教
育
委

員
長
の
坂
口
嘉
正
さ
ん
は
、
昭
和
五

十
二
年
十
月
か
ら
同
六
十
年
の
十
月

ま
で
二
期
八
年
に
わ
た
っ
て
教
育
委

員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
問
、
昭
和
五

十
九
年
十
二
月
か
ら
同
六
十
年
十
月

ま
で
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
長
い
間
、
本
当
に
御
苦
労
き
ま

-* 
出荷所

(山口 )
染谷丘

高校

山口入口文化会館 ・
合同庁舎前

Ad
-
v

、一、。

ナム

S
C

し

0発車時刻
バス停留所 左回り時刻 右回り時刻

上 田 車尺 8.00 17. '25 

文合化同庁会舎館前・ 8. 08 17.16 

染谷丘高校 8. 13 17.09 

大星東 8.17 17.05 

北上 田 8.21 17.01 

上田駅 8.27 16.55 

賃

上田 車尺

文化会館・
100円

合同庁舎前

H同l犬長市谷崎丘担山高則校東 100円 160円

手
二
・
大
手
町
)
か
ら
、
「
点
訳
奉
仕

活
動
等
石
井
基
金
」
に
と
百
万
円
を
、

社
会
福
祉
事
業
に
と
三
十
万
円
を
御

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
札

家
庭
に
あ
る
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
物
質
④

化

粧

ロ
回目

日
ご
ろ
、
お
母
さ
ん
の
お
化
粧
し

て
い
る
姿
を
、
お
子
さ
ん
が
興
味
と

好
奇
心
を
持
っ
て
眺
め
て
い
る
の
に

お
気
付
き
で
す
か
。
も
し
、
お
母
さ

ん
が
、
う
っ
か
り
容
器
の
ふ
た
を
開

け
た
ま
ま
お
子
さ
ん
の
手
の
届
く
所

に
置
い
て
お
い
た
と
し
た
ら
、
お
子

さ
ん
が
誤
っ
て
そ
れ
を
口
に
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

基
礎
化
粧
品
な
ら
、
か
な
り
大
量

に
飲
み
込
ま
な
い
限
り
は
、
一
時
的

に
下
痢
を
起
こ
す
程
度
で
中
毒
の
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ヘ
ア

ト
ニ
ッ
ク
に
は
、
か
な
り
の
割
合
で

エ
タ
ノ

l
ル
と
い
う
物
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
お
子
さ
ん
が
飲
み

込
ん
だ
場
合
に
は
、
中
毒
を
起
こ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
パ
ー

マ
ネ
ン
ト
ウ
ェ
ー
ブ
剤
や
染
毛
剤
に

も
毒
性
の
強
い
薬
品
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
、
お
子
さ
ん
の
目
に

付
く
所
に
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

次
回
は
「
一
般
用
殺
虫
剤
」
で
す
。

へ
資
料
提
供

l
上
回
薬
剤
師
会
告
⑫



四団長
市市
教教長
育育野
委委県
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会 学
指 十)(
導長
王会
事 長

上上

ま
で
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
長
い
間
、
本
当
に
御
苦
労
さ
ま

予
町、
ー
し
れ
ん
。

別
所
温
泉
の
活
性
化
を
願
っ
て

別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
着
工

市
で
は
、
別
所
温
泉
の
活
性
化
を

阿
る
た
め
、

山
別
所
村
役
場
跡
地
に

「
別
所
温
泉
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し

ま
す
。
去
る
十
川
九
日
に
は
、
関
係

者
が
山
席
し
て
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
米
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

い
よ
い
よ
工
予
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
県
が
五
十
九
年

度
か
ら
始
め
た
「
魅
力
あ
る
温
泉
地

つ
く
り
が
業
」
を
受
け
て
建
設
さ
れ

る
も
の
で
、
事
業
費
約
六
千
万
円
の

う
ち
半
分
が
県
の
補
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
物
は
、
鉄
骨
造
り
三
階
建

て
、
延
面
相
、
が
約
四
百
五
十
平
方
メ

ー
ト

ル
で
す
。

一
附
は
、
観
光
案
内
所
と
温
泉
歴

史
資
料
展
示
室
な
ど
で
、
温
泉
歴
史

資
料
展
示
窒
に
は
、
温
泉
の
歴
史
に

w

関
す
る
古
文
書
や
絵
図
な
ど
を
置
き
一

ま
す
。
二
階
は
、
趣
味
創
造
活
動
ホ
一

|
ル
と
温
泉
図
書
室
で
、
趣
味
創
造
一

活
動
ホ
ー
ル
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
一

諸
活
動
の
場
と
な
り
ま
す
。
温
泉
図
叩

書
室
に
は
、

別
所
温
泉
に
ゆ
か
り
の
一

あ
る
歴
史
や
文
学
の
本
を
展
示
し
ま
一

す
。
三
階
に
は
大
ホ

l
ル
を
設
け
、
一

観
光
客
に
郷
土
芸
能
を
披
露
す
る
場
一

に
し
た
り
、
会
議
室
と
し
て
利
用
す

一

る
予
定
で
す
。

一

同
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る
と
、
観
一

光
客
の
恕
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
地

一

元
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ
一

ン
の
場
と
し
て
、
大
い
に
利
用
さ
れ
一

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

…

だえつー (5)一一一 昭和60年 11月1日 広報

工事の安全を願ってクワ入れを

する永野市長

「点訳奉仕活動等石井基金」に

石井さん今年も御寄付

こ
の
た
び
、
石
井
光

一
さ
ん
(
大

手
二
・
大
手
町
)
か
ら
、
「
点
訳
奉
仕

活
動
等
石
井
基
金
」
に
と
百
万
円
を
、

社
会
福
祉
事
業
に
と
三
十
万
円
を
御

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
以

来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
多
額
の
御
寄

付
を
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
創
設
さ

れ
た
「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」

は
総
領
三
千
四
百
万
円
と
な
り
、
さ

ら
に
充
実
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

同
法
令
は
、
点
訳
奉
仕
活
動
を

推
進
し
、
点
字
図
書
館
卒
業
の
充
実

と
盲
導
犬
貸
与
事
業
な
ど
盲
人
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

第 5号めの盲導犬貸与

室
賀
)
か
ら
、
「
子
供
た
ち
に
夢
の
あ
る
予
定
で
す
。

る
贈
り
物
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
千
塩
沢
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
以

三
百
万
円
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
元
の
室
釘

・

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

浦
里

・
小
泉
各
小
学
校
の
新
入
学
児

市
で
は
、
こ
の
お
金
で
長
池
に
建
設
童
に
、
一
人
当
た
り
三
百
円
(
当
初

中
の
上
田
創
造
館
の
玄
関
脇
に
、
ブ
は
百
円
)
貯
金
済
み
の
貯
金
通
帳
を

ロ
ン
ズ
製
の
「
母
子
の
像
」
を
建
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
続
け
て
い
ま
す
。

子供たちに夢のある贈り物を?と
」
の
ほ
ど

塩沢さん多額の

御寄イ寸

塩
沢

享
さ
ん
(
上

「母子の像」デッサ ン
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f中吉見?すテ皇の完成を記念して

えつ広報

染屋浄水場を開放

昨
年
七
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
た
水
道
施
設
集
中
監
視
制
御
シ
ス
テ

ム
が
、
十
月
三
十
一
日
完
成
し
ま
し
た
。
併
せ
て
染
屋
浄
水
場
に
建
設
を

進
め
て
い
た
水
道
資
料
館
も
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
記
念
し
て
、
記
念
行
事
を
行
い
染
屋
浄
水
場
を
一
般
開
放
し

ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い

。

水
道
印
年
事
業
の集

大
成

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
勢

の
発
展
に
伴

っ
て
五
次
に
わ
た
る
拡

張
工
事
を
重
ね
、
現
在
は
、
計
画
給

水
人
口
十
万

一
千
人
、

一
日
最
大
給

水
量
六
万
四
千
七
百
ト
ン
の
規
棋
に

な
り
ま
し
た
。

本
市
の
水
道
は
、
大
正
九
年
に
布

設
認
可
を
受
け
、
同
十
二
年
に
給
水

揚
務
レ

下記一事項に

今
固
め
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
に
散

在
す
る
三
十
有
余
の
水
道
施
設
(
水

源
、
浄
水
場
、
ポ
ン
プ
場
、
配
水
池
)

を
N
T
T
回
線
を
介
し
て
テ
レ
メ
ー

タ
伝
送
し
，、
染
屋
浄
水
場
の
管
理
セ

ン
タ
ー
で
集
中
管
理
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
設
備
の
完
成
に
よ
っ
て
、
合
理

的
な
浄
水
管
理
体
制
の
実
現
、
薬
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
、
水
質

管
理
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

水
道
の

ラ
イ
ア
ラ
イ
ン
を
確
保

水
道
も
建
設
の
時
代
か
ら
維
持
管

理
の
時
代
を
迎
え
、
ま
た
「
量
」
か

ら
「
質
」
へ
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
べ
く
、
施
設
拡
充
が
望
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
道
施
設
の
集
中
管
理
化
は
、
水

道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
し
、
よ

り
安
全
な
水
を
よ
り
豊
富
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。

シ

ス
テ
ム
の
概
要
は
、
原
水
監
視
に
重

点
を
置
き
、

主
要
水
源
の
新
屋
取
入

口
に
取
水
制
御
、
油
膜
検
知
、

I
T

V
監
視
な
ど
を
設
備
し
ま
し
た
。
ま

た
主
要
ポ
ン
プ
場
の
制
御
、
浄
水
場

や
配
水
池
の
流
量

・
水
位
・
水
質
な

ど
の
監
視
、
日
報

・
月
報
・

統
計
資

料
の
作
成
な
ど
多
(
め
機
能
を
持
た

品川、

p
k

h
ド
ー
$
A
O
ふ
1
1

d 
創
設
か
ら
の

資
料
を
展
示

昨
年
、
水
道
事
業
六
十
周
年
を
記

念
し
て
開
催
し
た
水
道
回
顧
展
の
資

料
を
保
存
し
よ
う
と
水
道
資
料
館
を

開
館
し
ま
し
た
。

創
設
当
時
か
ら
の
写
真
、
図
表
、

水
道
機
器
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
染
屋
浄
水
管
理
事
務
所
に
申

し
出
て
、
い
つ
で
も
自
由
に
御
覧
く

だ
さ
い
。

行

事

一
O
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

十
一
月
十
一
白
川
午
前
十

一

時
、
テ

l
プ
カ

ッ
ト
、
ス
イ
一

ツ
チ
オ
ン

一

O
水
道
協
力
者
総
会

十
一
月
十

一
日
川
午
前
中
一

一
O
浄
水
場
の
一
般
開
放

十

一
月
十
二
日

ωか
ら
同
ト
一

五
日
倒

O
集
中
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

の

一

説
明

。
水
道
資
料
館
見
学

O
浄
水
施
設
見
学

一
※
御
来
場
内
山内
さ
ん
に
は、

組
口
問

一

を
差
し
上
げ
ま
す

ロu--=目
...0... 
，~、、鉄クス、

ど



ね
同

1
n
4
4
判
勾
，

や
配
水
池
の
流
量

・
水
位
・
水
質
な

ど
の
監
視
、
日
報

・
月
報
・
統
計
資

料
の
作
成
な
ど
多
く
の
機
能
を
持
た

件
、
デ
ι
、
い

ま
&
+
1
。

※ 

を御 0 ζ
;差来浄オ

し場水道
j 上の施 T
: '7皆設米

まさ見告I
J てん学長

lこ 々
は

fIl_ 
口u

47 

。;主固ク切口シセシタ可
として試運転を始めました

新焼却場は、昭和58年から建設を進めてきまし

たが、いよいよ完成を迎え現在試運転カ行われて

います。

これからのゴミの出し方について、下記事項に

御留意、 御協 力 をお願い します。

8 /ρ111.. 

燃えるゴミの中に金属 定?丸

類がたいへん多く見受け 宅金

られます。きちんと分別 一
空かん

して、それぞれ決められ 一一一ー

た日に出してください。 /'川，

...._...ラ/霊盆

そのほか、鉄クス、

ノてイプなど

上田市・真田町じんかい焼却場組合 l
上田市清掃事務所宮22ー0666 ' 

次の点に御協力を.グ

ダン ボールなどの箱詰

の場合は、 45cm四方以内

ぐらいの大きさにまとめ、
ひ ι

なる，父〈キ丑をかけないで

出してください。(大きさ

の 目安 としては、一般的

な14インチテレビぐらい

です)

せわ合目、
回
目
リ

回
目
ドお/JI--¥ 

破砕機が設置されまし

たので、 2mまでの長さ

(タタミ、ジュータンなど)

は持ち込んでいただくこ

とによって処理できます。

※ゴミステーションには

出せません。

新焼却場が

>>IJ 

さ

o大きさ

φ0分

。長

だえ

新年金制度の最大の国豆全Yl厚生年金

特徴は、「基礎年金」を | 
設けることです。現行 I <改正後〉

の国民年金は、 自営業 サラリーマンの妻

や自由業などの人のみ

が強制加 入て寸が、い / ¥い 口語読書偽)
わば「新国民年金」に/ 人

当たる「基礎年金」に(新1歯医手合(き~.障害
| 、制J円E ナ且 遺族基礎年金)

は、 20 - 60歳の人なら ~ 一一

ば、現在の厚生年金や 20歳-60歳の人は

船員保険の被保険者、 37二三:LL「
その配偶者も強制加入基礎年金に加入

することになります。

・国民年金の給付が大きく整理される
⑮⑮ ⑧⑧⑧ 

老齢年金.r -h'll-.^- -t+ "T'Ü.~h.._ 1 I -+ I老齢基礎年金|通算老齢年金~ l ""t..，... P_ll ' ~ t'.N:. I .!J，!.. J 

|障 害 年金11( 
i ;;;~1~~; i f司|障害基礎年金
障害福祉年金 1 ) 

母 子年金 1~ 
準 母 子 年 金 11 ， 、

追児年金I~-+ I遺族基礎年金|

母子福祉年金 11 、 ， 

iV"母子福祉年金IJ (賠??せ22)
|寡婦年金 I-+ [寡 婦年金
死亡一時金| 死 亡一時金

.サラリーマンの妻も強制加入
現在、厚生年金・船員保険に加入している人の

配偶者は、現行では国民年金へ任意加入するか、

しなくてもよいかのどちらかでした。 これが新年

金制度では、「基礎年金」へ強制加入となります。

これによ って、任意加入していなかった人が、

障害者になったり高齢離婚した場合などにも、無

年金者になることがなくなります。

・障害年金の支給が改善される
現行の制度では、幼いときに障害者にな った人

には、障害福祉年金が支給されるだけで、必ずし

も十分な保障とはいえません。新年金制度では、

それらの人も「障害恭礎年金」が受けられ、受給

資格を決める保険料納付状況の条件も緩和される

など、年金の充実化が図られます。

・現在年金を受けている人
随行日 (昭和61年 4月 1日)に60歳以上の人は、

現行の制度を適用。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

つ

1 
ーマンは、報酬比例部
分が上乗せされる 恥2

新しい年金制度一ここがポイント.r基礎年金」が

設けられる

ー (7)一一一 昭和60年11月1日 広報

在〉〈現
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お知らせ
えつ

市
職
員
を
募
集

広報

ー
消
防
職
員
・
保
健
婦

点
字
図
書
館
職
員

1

総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
2
2

有
線
②

0
6
5
1

〈
職
種
〉

マ
消
防
職
員

マ
保
健
婦

マ
点
字
図
書
館
職
員

〈

資

格
v

マ
消
防
職
員
(
高
卒
起
度
)

り
制
日
ま
定

う

盛

法

竹

は

制

そ

一

を
本
伺
に
の
っ

論

墓
叩
消

J

い

世
放

、
解
日
め

民
解
ガ
全

一副
だ

園
落
ん
完

ω
の

、
部
さ
の
法
定

し

、
皆
題
本
制
う
一

進
護
の
問
墓
法
よ
一

h

行
擁
隊
和
服
、
し

鞠
を
権
動
同
解
に
ま

和
国

人
行

。
落
機
き

同
全

、
」
だ
部
を
い
一

明
て
和
進
一
し
「
れ
て

開
け
平
行
ま
、
こ
め

一
か
「
大
れ
り
。
高

川
を
と
国
訪
あ
す
を
一

隅
間
う
全
を
ガ
で
請

開
日
よ
求
市
題
要
世

品

回

げ

要

因

課

叫

民

ぽ

上
定
上
だ
ガ
市

に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
現
在
上
田
市
民
で
あ
る

人
、
ま
た
は
一
時
他
市
町
村
に
居

住
し
て
い
る
が
家
族
は
上
田
市
民

で
あ
る
人

マ
保
健
婦

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
保
健
婦
の
免
許
を
有

す
る
人
(
昭
和
六
十
一
年
四
月
末

日
ま
で
に
保
健
婦
の
免
許
を
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
)
で
、
昭
和

六
十
年
四
月
一

日
現
在
上
田
市
民

で
あ
る
人
、
ま
た
は
一
時
他
市
町

村
に
居
住
し
て
い
る
が
家
族
は
上

田
市
民
で
あ
る
人

マ
点
字
図
書
館
職
員

問
咽
町
刊
=
一
斗
l
拝

T
m口
同
月
-
一
口
u
川
U

小
隊
昨

H
ド

ルヱ
l'
z
h
n
H
れ

t
lh
，町、

‘

レ白
川
却
れ

悲
来
臨
m

h
L向島園川

い
子
供
さ
ん

②
三
種
混
合
(
二
混
)
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
二

週
間
以
上
経
過
し
て
い
な
い
子
供

欲
が
あ
る
人

〈
試
験
日
ま
た
は
選
考
日
・
科
目
〉

十
二
月
四
日
嗣

マ
消
防
職
員
H
教
養
試
験
、
面
接
、

作
文
、
体
力
検
査

マ
保
健
婦
、
点
字
図
書
館
職
員
H
面

接
、
作
文
、
体
力
検
査

〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

O
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

O
履
歴
書
(
総
務
課
に
あ
る
も
の
を

使
用
し
、
高
校
在
学
者
に
つ
い
て

は
、
統
一
応
募
書
類
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
)

O
健
康
診
断
書
(
原
則
と
し
て
公
立

医
療
機
関
で
受
診
し
た
も
の
)

O

六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
)

O
最
終
学
校
成
績
証
明
書
(
消
防
職

員
の
み
)

O
保
健
婦
の
免
許
の
写
し
、
ま
た
は

保
健
婦
課
程
の
修
了
(
卒
業
)
見

込
証
明
書
(
保
健
婦
の
み
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
一
日
聞
か

ら
同
三
十
日
出
ま
で
に
、
市
役
所
三

階
総
務
課
職
員
係

へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

、

i 

2
固

め

防

火

講

演

会

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、

防
火
に
関
す
る
専
門
家
を
招
い
て
次

の
と
お
り
防
火
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

と

き

:
・
十
一
月
十
二
日

ω午
後
二

時
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
文
化
会
館

演

題

:

・
防
火
管
理
に
つ
い
て

講

師

:
・
塚
本
孝
一
さ
ん
(
日
大
講

師
、
工
学
博
士
、
前
東
京
消
防
庁

調
査
課
長
)

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予

防
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
に
つ
い
て
、
十
月
の
一
固
め
に
続

き
二
固
め
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
お
受
け

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
九
月
十
六

日
付
け
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

期中
八

ぜ
噌

B
1

表程ロH種接防予炎髄{口灰性

情付時間は、各会場とも午後 1時 30分から

81持30分 までです。

l旬めと 2固めの接料開制は、 6週間以上

i>:tてください n

向車場が狭いので、引での米庁はなるべく

倒i主権ください。



r 第 946号 t

マ
点
字
図
書
館
職
員

〈
資
格
〉

マ
消
防
職
員
(
高
卒
経
度
)

同
叩
初
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降

第 946号ー

麻
し
ん
の

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

だ

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
以
前
に
こ

の
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は

該
当
し
ま
せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
・
:
五
十
八
年
十
月
一
白
か
ら

五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
(
今
ま
で
実

施
し
た
機
会
に
で
き
な
か
っ
た
六

歳
未
満
の
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
:
・
十
一
月
五
日

ωか
ら
同

三
十
日

ωま
で
の
聞
に
、
子
供
さ

ん
の
健
康
状
態
の
良
い
日
を
選
ん

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
時
所
・
:
下
表
の
委
託
医
療
機
関

の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て

い
る
所
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連

絡
し
て
か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
:
・
問
診
票

(赤
ち
ゃ
ん
手
帳

の
中
に
あ
り
ま
す
)
、
母
子
健
康
手

帳
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん

①
ポ
リ
オ

(
小
児
マ
ヒ
)
を
受
け
て

か
ら
一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な

えつ- (9)一一一 昭和60年11月 1日 広報

田
市
民
で
あ
る
人

マ
点
字
図
書
館
職
員

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
占
山訳
業
務
に
意

ら
同
三
十
日
出
ま
で
に
、
市
役
所
三

階
総
務
課
職
員
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

い
子
供
さ
ん

②
三
種
混
合
(二
混
)
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
二

週
間
以
上
経
過
し
て
い
な
い
チ
供

き
ん

③
三
か
月
以
内
に
、
ガ
ン

マ
グ
ロ
ブ

リ
ン
の
注
射
を
受
け
た
子
供
さ
ん

④
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
の
『
禁
忌
事
項
』

に
該
当
す
る
子
供
さ
ん

そ
の
他
'
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

注
射
後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中

心
に
三
十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八

度
五
分
の
熱
が
出
た
り
、
軽
い
発

し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、
せ
き
、
鼻

水
が
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も

回
復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起

( 50音順)

医療機| 刻名 電話番号 医療機関名 電話番号

十点字L t尺 医 院(森) 24-2280 嶋村 内科小児科医院(常磐町) 22-3202 

荒 井 医 院 (下紺屋町) 22-0474 城 南 医 院 (術l 所) 22-3481 

飯 島 医 院 (築: j世) 22-5011 J虚EEZ 田 医 院 (下紺屋町) 22-1158 

池 回 医 院 (浦 野) 31-2007 来行 美 医 院 (大 屋) 35-0012 

池田クリニ ッ ク(川辺町) 22-5041 日 新堂病 院 (馬 場町) 22-0558 

遠 藤内 科医院(馬場町) 22-0051 橋 本 医 院(舞 回) 38-2033 

金井内科小児科医院(匡| 分) 22-9716 堀 内 医 院(大 屋) 35-0104 

神科 診療 所(長 島) 27-3331 松尾 内科小 児科医院(下常回) 22-1355 

賞E 坂 内 手↓(上庖尻) 22-1936 ニ原内科医院(中之条) 27-6500 

小井土内科医院(下川原柳町) 27-6666 宮坂内科小児科医院(下常国) 22-0759 

甲田内科小児科診療所(石 神) 38-3065 宮下 内科小 児科医院(上 明書) 22-1233 

小松内科循環器科医院(上川原柳町) 27-2200 三好町産婦人科医院(御 所) 23-2381 

斉 藤 医 院 (馬場 町) 22-1048 村 _1:. 医 院 (末広町) 22-3740 

斉 藤外 科医院(下青木) 35-0887 相P 沢 病 院 (北大手) 22-0109 

ささきノト児 科医 院(城 北) 27-7700 横 山 医 院 (大 屋) 35-0008 

佐 藤 医 院 (五 加) 38-2543 吉 田こども医院(踏 入) 24-1222 

t孟 回 病 院 (中 野) 38-2221 和方内科医院(庖回新町) 38-2540 

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

'』

l
レ
わ
ん

nソ
、
川
町
時
州
市
制
M
同
午
ノ
¥
わ
ゆ
っ
わ
九

と
き
は
医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
通
知
は
行
き
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
広
報
を
よ
く
御
覧

に
な

っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

三
種
混
合
予
防
接
種
(
予
備
日
)

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す

る
子
供
さ
ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

の
み
で
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者

マ一

期
:
・
今
年
の
八
、
九
、
十
月
の

う
ち
、
二
回
し
か
受
け
て
な
い

子
供
さ
ん
(
た
だ
し
、
八
週
間

以
上
間
隔
が
あ
い
て
い
れ
ば
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
)

マ
二
期
・:
一
期
終
了
後
、

十
二
か
月

た
っ
た
子
供
さ
ん

持
ち
物
:・母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
、

問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
織
り

込
ん
で
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
手

帳
が
な
い
場
合
は
、
会
場
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
御
使
用
く

だ
さ
い

60年度(前期)三種混合予防接種目程表(予備日)

会 場 名 実施 日 対象地区

上田市市役所保南健庁セ舎ン2ター 11月14日かJ<)
城下・川辺・泉回・塩田・

( 階) 川西地区

上田市市役所保南健庁セ舎ン2タ一

東部・南部・中央・北部・

( 階)
11月15日(木) 西部・塩尻・神科・神川・

豊殿地区 ，ー
※時聞は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく御遠慮、ください。

お年玉っき年賀はがき

1 1月5日(火)発売

(寄付金なし吋
寄付金っき45円/



だ 昭和60年11月1日一一 (10)ー

犬
の
フ
ン
害
防
止
に

御
協
力
を

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
2

犬
を
飼
育
す
る
場
合
、
犬
の
散
歩

は
必
要
で
す
が
、
か
と
い
っ
て
フ
ン

を
所
か
ま
わ
ず
さ
せ
て
そ
の
ま
ま
と

い
う
の
で
は
困
り
ま
す
。
飼
い
主
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ハ
シ
を
常
に
携
行
す

る
沼
伯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

え

責
任
を
も
っ
て
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

、「ノ。

、つ広報

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
飼

い
主
は
十
分
な
心
く
ぱ
り
と
正
し
い

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

拡
声
機
に
よ
る

商
業
宣
伝
が
規
制

生
活
環
境
課
公
害
保

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
0
1

制lり
さ、十

Il 拡ー
ま声 月
す機一
。に 日

よか
るり
商県
業 の
宣 要
伝綱
カ‘に
規 よ

ホ
ー
ム
祭
に

お
出

に
よ
り
拡
声
機
に
よ
る
商
業
宣
伝
が

規
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
県
の
要

綱
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全

県
的
に
こ
れ
ら
が
規
制
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
要
綱
は
、
拡
声
機
に
よ
る
商

業
宣
伝
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
静
穏
な
生
活
環
境
を
保
つ
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
拡
声
機
を
庖
頭
、
街

頭
ま
た
は
自
動
車
に
備
、
え
つ
け
て
商

業
宣
伝
を
す
る
場
合
は
、
午
後
八
時

か
ら
午
前
八
時
ま
で
使
用
禁
止
の
規

制
を
受
け
る
ほ
か
、
航
空
機
で
商
業

宣
伝
を
す
る
場
合
は
、
県
知
事
へ
届

け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
公
害
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
月
は
「
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
」

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広
い
視

野
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、

市
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

防
火
管
理
者
の
資
傍
取
得
議
計
会
を

次
の
と
お
り
聞
き
ま
す

と

き

:
・十

一
月
十
九
臼

ω・
二
十

附
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三

活
環
境
の
急
激
な
変
化
は
、
青
少
年

の
意
識
や
行
動
面
に
も
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
非
行
を
は
じ
め
と
し
た

諸
問
題
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
深
刻

の
度
を
増
し
、
ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ

き
状
況
で
す
。

十
一
月
は
、
「
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
運
動
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
理
解
と
認
識
を
深
め
、

具
体
的
な
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。「

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
」
の
重
点
事
項
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全
育

成
諸
活
動
の
推
進

地
域
の
子
を
、
わ
が
子
と
同
様

に
見
守
る
運
動
や
、
青
少
年
に
有

害
な
環
境
を
排
除
し
好
ま
し
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ニ
、
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

毎
月
第
三
日
曜
日
は
、
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
親
子
の
触
れ
合
い
や

対
話
を
大
切
に
し
、

「家
庭
の
日
」

に
は
家
族
で
楽
し
く
一
日
を
過
ご

l
レ
±
?
し
ょ
、
っ
。

三
、
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促

車
庖時

三
十
分
か
ら
午
後
二
時

と
ニ
ろ
・
-
上
回
保
健
所

対
象
者
・
・
・

4

ニ
ト
恥
か
ら
ム
ハ
ト
此
ま
て

の
人

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

和
一
極
的
に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ー
国
際
青
年
年
記
念
事
業
|

青
年
模
擬
議
会

国
際
青
年
年
事
業
実
行
委
員
会

十
一
月
十
日
側
、
市
内
の
青
年
に

よ
る
「
青
年
模
擬
議
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
年
が
国
連
の
定
め
た

国
際
青
年
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

ご
ろ
青
年
に
な
じ
み
の
薄
い
市
政
に

対
し
て
関
心
を
高
め
、
青
年
ら
し
い

観
点
か
ら
地
域
社
会
の
こ
と
を
考
、え

て
み
よ
う
と
の
主
旨
に
よ
り
、
市
の

協
力
で
行
う
も
の
で
す
。

当
日
は
、
市
長
以
下
各
部
長
も
出

席
し
、
将
来
の
上
田
市
の
あ
り
方
な

ど
を
青
年
の
立
場
か
ら
質
問
し
、
市

側
が
答
弁
を
す
る
予
定
で
す
c

青
年

が
、
な
に
を
考
え
生
活
し
て
い
る
か

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
で
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き
・
:
十

一
月
十
日
制
午
前
九
時

」
二
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
中
央
公
民
館
三
階
大
会
議

安
上時

三
十
分
'
'
ら
川
三
時
二
十
分

と
ニ
ろ
・
・
上
問
凶
作
生
活
セ
ン
タ
ー

教
主

テ
l
マ:・

1

叫
守
口
定
そ
の
後

秋の信濃路

交通事故防止運動期間中

。重点目標
1.観光・行楽車両の事故防止

2. シート ベルト着用の推進

3. 二輪車の事故防止

4. スピードのf!IJ制

mhh社会保険出張相談日九九九

(11月〕

(第 1火曜日 5日

第 3火曜日 19日

会場・・・松尾工業株式会社(川辺町)

(第2火曜日 12日

第 4火昭日 26日

会場…}三田商工会品所(大手町)

つ各会場とも午前10時~午後 3時

お問い合わせ-一上回商工会議所

工
事
停
電
に

*子幽川左岸地区

貴子幽川右岸地区



ホ
ー
ム
祭
に

お
出
か
け
を

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫

7
1
1
7

勤
労
苛
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
次
の

と
お
り

「
第
五
回
ホ
l
ム
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
各
教
主
や
サ

ー
ク
ル
の
成
呆
を
御
比
く
だ
さ
い
。

な
お
、
肘
川
市
場
か
快
い
の
で
い
出ド
で

の
御
米
場
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

マ
十

一
月
九
日
出
:・
前
夜
祭

マ
十
一
月
十
日
制

(一

般
開
肱
)
午

前
ト
時
か
ら
午
後
削
時

。
」川
氏
千
家
お
か
余
席

。
教
主
展

ぷ
会

O
サ
ー
ク
ル
発
表
会

O
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ

|

(上
川
公

羽
村
J

z

h

J

-

T

、

』

ヌ

だえつ-ω 一一一昭和60年11月1日 広報

防
火
管
理
者

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
1
7

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部

(上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、

市も
し民に
かす健
Lべや
、てか

今のに
日願成
乃い長

社です
会するし
情 。こ

勢 と d

t は
生

喝みで二ニニ!

防
火
管
理
者
の
資
絡
取
得
議
例
会
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

と
き
・
:
十

一
月
十
九
日
閃
・

二
卜

川削の
午
山
九
時
か
ら
午
後
川
川

一-

卜
分

と
こ
ろ
:
・東
部
町
勤
労
者
文
化
会
館

(
東
部
町
役
場
西
側
)

受
講
資
格
・・・防
火
管
理
業
務
を
進
行

す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立

場
に
あ
る
人

受
講
料
:
・会
員
一
人
当
た
り
二
千
六

百
円
、
非
会
員
一
人
当
た
り
二
千

九
百
円

申
込
期
限
・:
十

一
月
八

日
制

申
込
場
所
・
・
・
消
防
本
部
予
防
課
指
導

三小

⑧
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
所

一
、
公
会
堂
、
遊
技
場
、
飲
食
庖
、

庖
舗
、
旅
館
、
病
院
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
所
で
、

収
容
人
員
が
三
十
名
以
上
の
建
物

二
、

学
校
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
で

収
容
人
員
が
五
十
名
以
上
の
建
物

B
i
--Ej
J
 

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク
一

上
回
保
健
所
(
合
同
斤
舎
)

繍

宮
ゆ
川
崎
市
川
流
川
-問

き
:
・
十
二
月
十
三
日
悩
午
前
八

と

進
青青
少少
年年
をの
λ 社
ポ会
| 参
γ カ日

活
丈動
化の
活促

五
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
中
央
公
民
館
三
階
大
会
議

{至

時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時

と
こ
ろ

・上
田
保
健
所

対
象
者
-
-
-
一二
十
段
か
ら
ι

ハ
十
μ

小
川
ま
で

の
人

内

容

・:
①
健
康
戊
制
定
U
検
版
、

身
長
・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液

検
公
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
、
診

察、

血
圧
測
定
、
脈
拍
②
休
養

診
断
、
栄
養
診
断
③
栄
養
、
運

動
、
休
養
に
関
す
る
個
人
相
談

④
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
辺
動

H

十
五
分
間
歩
行

定

員

・
:
二
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

料
金
・
:
一
人
山
千
二
百
七
十
円

申
込
方
法
:・
十
二
月
二
日
川
ま
で
に
、

上
回
保
健
所
へ
電
話
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
残
留
農
薬
そ
の
後
」
一

の
御
聴
講
を
一

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑪

8
5
1
7

長
野
県
上
回
消
世
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
日
生
活
教
・
主
と
し
て
次
の

と
お
リ
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。

と
き
・
:
十
一
月
二
十
日
制
午
後
一

時
三
十
分
'
ら
同
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ

・
上
間
消
官
生
活
セ
ン
タ
ー

教
主

-ア

l
マ
-
-

可
勺

r，J
h
M
?
け
後

講

師

:-u
f
r村
川
い
下
研
究
所
、王

任
・
浅
川
い
い
市
さ
ん

申
込
先
:
・
十
一
川
十
五
日
制
ま
で
に
、

市
生
活
環
境
課

企
⑫

4
1
0
0
内

線

3
0
1
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

・νボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

誘
い
⑦

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

今
回
は
、
宝
池
闘
で
一
日
子
供
た

ち
と
遊
び
ま
す
。

と

き

・
:
十
一
月
十
三
日
附
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
:
・
宝
池
間
(
鍛
冶
町
)

集
合
・
:
福
祉
会
館
へ
午
前
八
時
四

ト
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

昼
食
代
:
・
三
百
円
ぐ
ら
い

締
め
切
り
:
・
十
一
月
十
日
川
ま
で
に

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
小
林
さ
ん

宮
⑧

2
6
2
9
ま

で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

r~ム;

;η 各2

入、._ おR
‘.r、~ペト、.vト、4

貴子幽J

L 
コ

百骨子幽j

工
事
停
電
に

中
部
電
力
上
国
営
業
所

宮
⑫

1
2
4
0

電
気
は
、
経
消
、
社
会
を
之
、
え
る

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す

こ

の

屯

気
を
毎
日
休
み
な
く
お
届
け
す
る
た

め
に
、
工
事
に
よ
勺
て
停
-
屯
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
配
電
線
の
明
強
工
事
や

新
し
く
電
気
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

の
設
備
工
事
な
ど
で
す
。
工
事
停
孟

に
、
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

税を知る週間
11 月 11 日(月) ~17 日 (日)



マ
木
内
一
夫
様

(
諏
訪
形
)
車
い

す
一
台
貸
し
出
し
用
と
し
て

マ
水
沢
チ
ユ
樟

(
中
村
)
ぞ
う
き

ん
八
十
枚
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
東
京
電
力
株
式
会
社
千
曲
川
電
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

所
様

点
字
図
書
四
十
八
冊

貸
し

上
げ
ま
す
。

出
し
用
と
し
て

マ

長

野

県

茶

商

業

協

同

組

合

東

信

支

マ

浅

井

益

香

寿

棟

(
天
神
四
・
北
天

部
上
回
分
会
様
エ
ア
|
ポ

ッ

ト

二

神

町

)

一

万

二

千

三

十

八

円

社

側

、

土

ぴ

ん

三

個

、

お

茶

三

キ

ロ

グ

会

福

祉

基

金

の

積

立

金

と

し

て

ラ

ム

、

茶

わ

ん

五

十

個

報

思

寮

ヘ

マ

匿

名

図

書

八

十

冊

と

五

万

円

マ
成
沢
定
平
梯

(

豊

島

区

)

十

万

図

書

館

へ

円
自
然
運
動
公
園
と
上
田
駅
前
に

/
f
l
¥

五

六

贋

瀬

直

治

さ

ん

(
天
神
二
)

北
天
神
町

中

津

平

太

郎

さ

ん

秋

和

井

出

や

よ

江

さ

ん

笹

井

西
還
満
則
さ
ん

(中
央
四
)

丸

堀

町

小
田
中
あ
や

の

さ

ん

吉

田

丸
山
千
代
子
さ
ん

(
常
磐
城
四
)

井

原

稔

さ

ん

駒
津
達
治
さ
ん

柳
津
五
郎
さ
ん

(
大
手
二
)

荒
井
豊
子
き
ん

準
村
倉
載
さ
ん

(
緑
が
丘
一
)

原
応
皇
帝
人
さ
ん

だ 昭和60年11月1日一一一ー (12)-

御
寄
付
お
礼

えつ広報

(九
月
三
十
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め

い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

946号

宮田宮 池
ー川中主反国
土梅は 7{J;猶
手子つ 芯次
ーさみさ 郎
Lんさん さ

んん

下
室
賀

千
曲
町

岡

右

目11番16号)

(内線205

あ
る
銅
像
の
管
理
費
と
し
て

マ
柳
沢
一
郎
横

(中
央
三
・
下
房
山
)

十
万
円
高
齢
者
福
祉
の
た
め
に

マ
株
式
会
社
ア

l
ス
ク
リ
ー
ン
横

消
臭
ふ
と
ん
二
組
寝
た
き
り
障
害

者
用
と
し
て

マ
株
式
会
社
石
原
産
業
社
員
一
問
機

十
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
柏
立
金

と
し
て

マ
信
濃
予
備
校
様
児
童
職
員
用
図

書
・
書
架
一
式
清
明
小
学
校
へ

マ
江
部
い
く
よ
犠

(
倉
升
)
七
十

万
円
報
恩
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

平
井
寺

八
四

六一ニ
八
一

若
林
茂
樹
さ
ん

佐
藤
ゲ
ン
さ
ん

(

大

手

二

大

手

町

竹

内

清

一

郎

さ

ん

上

手

井

出

き

く

の

さ

ん

上

堀

水
無
瀬
さ
と
ゑ
さ
ん
石
神

土
屋
佐
一
郎
さ
ん
上
小
島

江

部

い

く

よ

さ

ん

倉

升

青
島
安
貞
き
ん

(
常
磐
城
二
)
新

町

伊

倉

茂

さ

ん

(天
神
四
)

南
天
神
町

堀

内

亀

鶴

き

ん

福

田

古
畑
房
男
き
ん

(中
央
北
三
)

春
原
と
め
よ
さ
ん

山
山
噛
間
R
C
L
ι
1
AW
R
C
Jん

八
三

八
六

七
八

七
六

八
九

九
一

四
七

八 六

長金生

島井塚

大
手
町

上
室
賀

第57回産直デー

11月15日(金)

八
二

八
五

六

O

宮
沢
た
か
い
さ
ん

堀
内
の
ぷ
江
さ
ん

中
山
和
子
さ
ん

春
原
治
雄
さ
ん

丸
山
忠
一
さ
ん

(
常
磐
城
こ

荻
原
け
さ
を
さ
ん

(
踏
入
二
)

木
下
正
子
さ
ん

古
畑
元
治
さ
ん

(
大
手
二

高
見
津
一
泊
さ
ん

関

ハ

ル

き

ん

粛

田

守

さ

ん

太
田
シ
ゲ
ノ
さ
ん

(
中
央
東
)
上
川
原
柳
町

m出
品
刷
l

ヨ

会

小

お

ぜ

J

ん

下
室
賀

岩

門

福

田

上
塩
尻

八六
四八

西

三七七
七四七

踏

入
上
田
原

七
三

六
四

大
手
町

下

堀

東
築
地

三
好
町 特価

100 g 75円

1尾 55円

目①生食用かき(広島産)

②一塩真だら

③大型一塩さんま

取り扱い居一・市内産直協力庖

o=l 
口口脇

く生活環境課生活保宮⑫4100内線301>

八
七

七
九

三
七

七
三

竹
内
界
崇
さ
ん

白
石
一
子
さ
ん

五
十
嵐
セ
ツ
さ
ん

(
常
磐
城
三
)

小
林
み
つ
い
さ
ん

窪
田
直
人
さ
ん

小
林
芳
昭
さ
ん

木
内
政
衛
さ
ん

山
漣
源
一
郎
さ
ん

奥
村
虎
吉
さ
ん

山
岸
ト
メ
さ
ん

(
中
央
五
)

神
林
林
一
さ
ん

遠
山

登
さ
ん

成
津
千
鶴
子
さ
ん

(常
磐
城
二

)

七七
九

七
二

五七 七八
三七一二

七
九

誇りです

シートベルトと

安全運転

神
科
新
屋

伊
勢
山

五四
八五

諏
訪
部

長

島
諏
訪
形

十

人

諏
訪
形

下

堀
川
辺
町

五 八 七 五 八 六 八
八 一 六 00三三

下
房
山

下

郷
長

島

四六七
四九六

諏
訪
部

四
九
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